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も
っ
と
も
伝
統
を
誇
る
我
ラ
グ
ビ
ー
部
を
、
今
年

」
そ
は
我
々
の
手
で
復
活
さ
せ
よ
う
と
部
員
一
同
、

は
り
き
っ
て
春
の
強
化
合
宿
に
入
っ
た
。
練
習
は
校

庭
で
、
瀬
川
先
輩
に
コ
ー
チ
し
て
も
ら
っ
た
。
今
年

は
オ
リ
ソ
ピ
″
ク
の
年
で
あ
り
、
そ
れ
も
東
京
で
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
、
ラ
グ
ビ
ー
も
、
大
会
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大
は
ぱ
に
変
っ
た
。
そ
し
て
今
年

一
年
の
勝
負
運
を
占
う
べ
く
、
第
十
九
回
国
体
県
予

選
が
四
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
黄
金
ラ
グ
ビ

ー
場
で
行
な
わ
れ
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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盛
農
と
の
試
合
で
こ
れ
で
は
駄
目
だ
と
部
員
一
同

今
ま
で
以
上
に
練
習
に
励
み
、
次
回
の
高
体
連
予
選

に
備
え
た
。
試
合
は
り
Ｉ
グ
戦
で
行
な
わ
れ
、
岩
手

盛
工
、
一
高
の
三
枚
が
決
ま
っ
・
た
。

　
前
期
中
間
考
査
も
終
’
わ
り
再
び
、
打
倒
盛
工
を
目

指
し
、
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
を
が
っ
ち
り
生
か
す
猛
練

習
と
な
っ
た
。
Ｆ
Ｗ
と
バ
ッ
ク
ス
の
連
結
も
良
く
な

り
、
六
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
黄
金
で
行

な
わ
れ
た
高
体
連
に
臨
ん
だ
。
一
回
戦
に
盛
一
と
対

戦
し
、
練
習
試
合
に
勝
っ
た
ゆ
る
み
も
あ
っ
た
た
め

か
、
予
想
も
し
な
い
敗
戦
と
な
っ
た
。
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そ
の
後
の
練
習
は
Ｆ
Ｗ
と
バ
ッ
ク
ス
の
一
緒
の
練

習
と
な
り
、
連
結
プ
レ
ー
が
主
と
な
っ
た
。
夏
の
日

は
練
習
で
倒
れ
る
部
員
も
多
か
っ
た
が
、
あ
く
ま
で

頑
張
っ
て
練
習
に
過
ご
し
た
。
夏
休
み
の
練
習
は
合

宿
は
し
な
い
で
、
通
い
の
練
習
と
な
っ
た
。
夏
休
み

も
明
け
て
、
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
黄

金
に
於
い
て
、
市
民
体
育
大
会
が
行
な
わ
れ
た
。
一

回
戦
又
し
て
も
盛
一
と
対
戦
、
こ
の
大
会
に
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
が
故
障
し
、
補
欠
が
二
人
出
た
。
こ
の
大
会

で
も
い
つ
も
の
調
子
が
出
ず
、
又
し
て
も
抽
選
負
け

と
な
っ
た
。
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ど
う
し
て
も
我
ラ
グ
ビ
ー
部
に
は
チ
ャ
ン
ス
を
も

の
に
す
る
Ｉ
押
し
が
な
い
こ
と
が
、
最
大
の
敗
因
で

あ
る
。
最
後
の
機
会
は
、
十
月
に
あ
る
。
県
民
体
育

大
会
兼
全
高
校
ラ
ガ
ー
遠
の
憧
れ
の
的
で
あ
る
、
全

国
大
会
予
選
が
残
る
の
み
で
あ
っ
た
。
三
年
生
の
最

後
の
試
合
で
も
あ
る
の
で
、
色
々
と
技
術
の
面
で
も

研
究
し
合
い
、
練
習
方
法
も
色
々
変
え
た
。
直
接
試

合
に
結
び
っ
け
る
練
習
が
主
で
あ
っ
た
。
つ
い
に
運

命
の
十
旦
二
十
一
日
と
十
一
月
一
日
両
日
の
大
会
が

来
た
。
一
回
戦
は
釜
石
北
高
と
対
戦
す
る
こ
と
に
な

り
、
選
手
一
同
は
り
き
っ
て
い
た
が
不
戦
勝
と
な
り

な
ん
だ
か
出
ぱ
な
を
く
じ
か
れ
た
ょ
う
な
変
な
気
持

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
二
回
戦
の
黒
工
の
試

合
に
大
酢
響
を
及
ぼ
す
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た

た
。
黒
工
と
の
試
合
は
今
ま
で
か
っ
て
な
い
ほ
ど
の

『
動
き
の
鈍
い
悪
い
試
合
だ
っ
た
。
黒
工
の
強
力
な
Ｆ

Ｗ
に
完
全
に
ペ
ー
ス
を
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
岩
高

得
意
の
。
ハ
″
ク
ス
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
ず
大
敗
し

た
。
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こ
の
」
試
合
に
ふ
け
て
激
し
’
い
練
習
を
積
ん
苛
来

　
た
の
に
、
遂
に
勝
利
の
女
神
が
我
々
を
見
捨
て
て
し

　
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
大
会
‘
に
ふ
る

わ
な
か
っ
た
原
因
は
、
技
術
は
他
校
に
劣
ら
な
か
っ

　
た
が
、
し
か
し
や
は
り
精
神
力
の
面
で
多
少
、
劣
っ

　
て
い
た
と
田
？
乙

　
　
だ
か
ら
、
後
輩
の
諸
君
は
こ
う
い
う
点
を
マ
ス
タ

　
ー
し
、
自
信
を
持
っ
て
プ
レ
ー
を
す
る
£
ダ
、
練
習

　
に
励
み
、
も
う
一
度
我
々
が
出
来
な
か
っ
た
岩
高
ラ

　
グ
ビ
ー
部
再
興
に
尽
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
に
育
て
て
ぐ
れ
、
御
指
導
し

　
て
下
さ
っ
た
、
戸
崎
先
生
始
め
、
先
輩
諸
氏
に
厚
く

　
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
今
年
の
メ
ン
バ
ー
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正
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生
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将
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